
●●● 令和７年４月１日確認申請受付分から中間検査が変更されます！ ●●● 

中中間間検検査査（（特特定定工工程程））のの変変更更  おお知知ららせせ  
 
 
八尾市では、建築物の安全性確保を目的に、構造などが法令に適合しているかを工事段階でチェックす

る中間検査を実施していますが、建築基準法改正に伴い、次のとおり令和７年４月１日から中間検査（特

定工程）の変更を行います。 

  

１１  中中間間検検査査のの対対象象ととななるる建建築築物物  

用途 規模 

住宅(兼用住宅、長屋、共同住宅、

寄宿舎及び下宿等を含む。） 
左欄の用途に供する床面積の合計が５０㎡を超えるもの 

住宅以外 
地階を除く階数が３以上のもの又は床面積の合計が３００㎡

を超えるもの 

２２  基基礎礎工工事事のの特特定定工工程程  

 １の対象建築物のうち以下の条件に該当するもの 

構造 規模 特定工程 

す べ て の

構造 

２以上の階数又は延べ面積２００㎡を超えるもの 

（木造の建築物のうち高さ 16m 以下であって、階

数が 2 以下かつ延べ面積が 300 ㎡以下であるもの

は除く。） 

基礎に鉄筋を配置する工事 

３３  建建方方工工事事のの特特定定工工程程  

 １の対象建築物のうち以下の構造に該当するもの 

構造 特定工程 

木造 
屋根の小屋組の工事及び構造耐力上主要な軸組の工事 

※枠組壁工法の場合は「耐力壁の設置工事」 

鉄骨造 ２階の床版の取付け工事（平屋建ての場合は、建方工事） 

鉄筋コンクリート
造、鉄骨鉄筋コン
クリート造 

２階の床及びこれを支持するはりの配筋工事（平屋建ての場合は、屋根版
の配筋工事） 
※当該工事を現場で施工しない場合は、2 階のはり及び床版の取付け工事 

その他の構造 屋根の工事 

併用構造 
該当する構造の区分に応じた特定工程のうち、最も早期に施工する工事 

（主要構造部の一部を木造とした場合については、最も遅く施工する工事） 

 

※当該建築物の各工事を２以上の工区に分割して施工する場合は、最も早期に施工する工区の工事を特定工程とします。ただ

し、当該工区が釜場など他の工区の規模に比べて著しく小さい場合は除く。（建築基準法第７条の３第１項第１号で定められる

「階数が３以上である共同住宅」の特定工程「２階の床及びこれを支持するはりに鉄筋を配置する工事」については、工区を

複数に分けたとしても、すべての工区が中間検査の対象となります。） 

４４  適適用用除除外外    
（（１１））  法法第第 6688 条条のの１１１１第第 11 項項のの認認証証をを受受けけたた型型式式部部材材等等（（建建築築基基準準法法施施行行令令第第 113366 条条のの２２のの１１１１第第 11 号号にに掲掲げげるるももののにに

限限るる。。））のの製製造造者者にによよりり製製造造又又はは新新築築さされれるる建建築築物物  

（（２２））  法法第第 8855 条条のの規規程程のの適適用用をを受受けけるる建建築築物物  

 

 

【問い合わせ】八尾市建築部審査指導課建築指導室 TEL 072-924-8544  


